
           

いよいよ、水泳の学習がはじまります!  

６月１２日（火）、全校集会で「プール開き」を行いま

した。プールが新しくなって２年目になりますが、昨年

度は水泳指導のスタートが７月となり、十分な水泳学習

ができる状況ではありませんでした。何人かの子どもに

聞いたところ、「早くプールに入りたい。」と、水泳学習

への意欲も高まっています。「安全第一」に、子どもたち

の期待に応えられる水泳学習を行っていきたいと考え

ています。なお、今年度は、昨年度もご指導いただいた

鈴木理恵さんに昨年度以上のご協力をお願いしており

ます。 

また、夏季休業中のプール指導を今年度も実施しますので、安全な監視体制をつくるため

にも多くの保護者の皆様のボランティア登録をお願いいたします。 

 

初めてのプール清掃！～５・６年生～ 
プールの壁は「ぬめり」、プールの底は「たくさんの砂とぬ

めり」。こんな状況だったプールも、清掃を始めて３時間後に

はきれいなプールに変身していました。 

初めてのプール清掃でも、５・６年生の子どもたちは立派な

姿を見せてくれました。プール清掃の中心作業は何といっても

プールの壁と底のブラッシングです。特に「ぬめり」を残さず

とるためにひどいところでは１０回以上のブラッシングが必

要です。５・６年生たちはその作業を頑張ってくれました。そ

んな作業の中、隠れたヒーローを見つけました。 

プール清掃にはたくさんのきれいな水が必要です。びしょぬ

れになりながら給水口から水をバケツに汲んでくれた関根優

樹君、目立たなかったけれど、プー

ルの周りの排水溝の汚れを取り続

けた６年生女子数名がいたのです。

自分の役割を見つけ、それを最後

までやり通す姿に接し、嬉しくな

ってしまいました。 
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救急救命法講習会を開催！～初めての保護者参加～ 
これからの季節は水の事故が多くなるのに加え、多く

の公共施設にＡＥＤが設置されてきている現状から、ぜ

ひ保護者の皆様にも理解を深めていただく機会になれ

ばと考え、６月８日（金）、須賀川消防署のご協力のも

と、１２名の保護者の皆様にも参加いただき、救急救命

法講習会（ＡＥＤ講習）を行いました。 

「百聞は一見に如かず」と言いますが、それ以上にＡ

ＥＤの使い方は「見ると、やるとは大違い」を実感する

講習会となったようで、１５秒間の心肺蘇生の疲労を実感されていました。保護者の方々か

らは講師の消防隊員にたくさんの質問が出されていたのも印象に残りました。 

 

第１回 ＰＴＡ奉仕作業 
 ～ご協力ありがとうございました。～ 

６月２日（土）、第１回ＰＴＡ奉仕作業を実施しました

ところ、早朝より１３２名もの保護者の皆様にご協力をい

ただきありがとうございました。 

校舎や体育館、校庭周辺の除草や樹木の剪定、さらに児

童トイレの清掃を行っていただき、教職員だけでは手が回

らないところを重点的に清掃していただき感謝に堪えません。お忙しいところ本当にありが

とうございました。 

 

 

 

 朝、武道館の前のＴ字路で交通指導をしていますが、ちょっと嬉しかったことがあります

のでご紹介します。 

４月にあるお母さんが目に留まりました。駐車場に車を止めると、急いでいるのか幼稚園

に通う娘さんをひょいと小脇に抱えて走り出しました。その姿を“母は強し”と驚き見入って

しまいました。それから１か月。運動会の日、学校に来ているそのお母さんに出会い、思わず

「二小に子どもさんいるんですか？」と尋ねてしまいました。駐車場に止めた車から小学生

が下りるのを見たことが無かったのです。お母さんからは、「１年生にいます。」との答えが・・・。

１年生のお子さんは、どうやって登校しているんだろう？？？ 

鼓笛パレードの日、児童クラブ館に娘さんを迎えに来たお母さんと偶然お会いしたので、

「１年生の娘さんは、歩いて来るんですか？」と尋ねたところ、実家の近くに知り合いの小学

生がいるので一緒に歩かせているとのことでした。 

「幼稚園に通う子どもさんを武道館駐車場まで送ってくるなら、１年生も一緒に」と考え

そうですが、あえて歩かせている親心に出合い、ちょっと嬉しくなりました。 

ちなみに、１年生の娘さんは、お友達とおしゃべりをしながら楽しそうに歩いてきていま

す。 

ちょっと 嬉しかった親の思い

こと 


